発行/明治大学校友会豊島支部　東京都豊島区東池袋２－５７－１　


校友会館イメージ発表

　旧小川町校舎後に建設される仮称校友会館のイメージが発表されました。

　学校法人明治大学と明治大学校友との連帯強化を図り､教育研究支援に資する活動拠点とすることを目的に､校友会館(仮称)建設が計画されました。

　この会館は､完成の暁には各種会議や学会に対応できる施設となるほか､レストラン、ラウンジも配置されています。この施設は､校友の方々のコミュニケーションのばにもなり、ＯＢ会などにもご利用いただけます。

　施設工事は平成十八年十一月竣工を目指しており、同年十二月には利用出来る予定です。
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空手部　大澤、逆境はねのけ
インカレ連覇
７月３日、第49回全日本学生空手道選手権大会並びに東西対抗戦が日本武道館で行われ、本学からは４選手が出場した。
まず、女子・形の部で犬飼が出場。１・２回戦を突破するも、ベスト16 入りのかかった３回戦で「悪い癖が出た」と本人が話すとおり左突きがうまくいかずペースをつかめないまま敗れ、今後に課題を残した。その中で健闘を見せたのは丸子。男子・組手の部で出場し、１回戦で一昨年３位入賞の金丸（近大）と対戦。圧倒的不利と思われたが、突きを有効に使い３ポイントを先取。気迫を全面に押し出す試合運びで金星獲得への期待が高まる。しかし、後半相手のペースにのまれポイントを連取され敗戦悔しい結果となった。
　また、女子・形の部は伊藤と大澤が出場。伊藤は惜しくも予選落ち。一方、連覇の期待が懸かる大澤は一週間前にひじを痛め全く練習ができず「ぶっつけ本番だった」（大澤）。そのため準決勝、決勝と突きが二度突きになるなどまさかのミス。周囲はざわめき連覇に
暗雲がかかる。しかし、そこは(学生女王)。持ち味であるキレのある演武でミスをカバーし優勝。見事連覇を果たした。
　４月にナショナルチーム入りを果たした大澤。この逆境をはねのけてのインカレ制覇は、今後へのさらなる飛躍につながる。(明大スポーツ提供)



支部会費納入の御礼　

　豊島支部では平成十五年度より支部運営費として年間一人三千円の会費納入をお願いいたしております。会費は上部北部支部への分担金や連絡通信費・会報発送費などに当てております。本年度も東京都北部支部に分担金三万円を納入致しました。

現在左記の校友の皆様よりお振替いただき

ました。ご協力に感謝いたします。(敬称略)

後藤孝男･石原茂雄・遠藤輝男･木崎茂雄・

白砂正人・鈴木正美・戸張　毅・三浦昭生・

勝浦信男・菊池玉蔵・村中秀朗・安達政弘・

石井　廣・佐藤　発・野田義冶・河上喜一郎・

中山真弘・米倉健司・有馬康男・大牟田文哉・細田悌治・武田作次郎・石井亮二・森　一弘・

斎藤　直・中谷範行・加藤晶・續　孝史・

栁沢公雄・伊藤治郎

郵送していますこの会報への「会費納入校友の記載」については賛否あると思いますが、領収案内を兼ねて暫く継続いたしたいと思います。ご協力

ご理解をお願致します。
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写真１は４階会議室５―７イメージ


２は５階レストラン入口イメージ


３は６階ラウンジ
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